自分のと ころへ 来る の だか、 または 他へ 行く の だか わ 

かリ もしない のに、 寝台の 上で 息を殺して 待って いる 

自分が おかしかった。 

かんでん しげき しつじ やぐち 

途端に 身体に 感ずる 感電 刺戟、 執事の 矢 口が 呼んで 

いるの だった。 さて はいよ いよお 待ち兼ねの お客様で 

あるか。 寝床 を ヒラリ と 飛び 下る と、 直ぐ 左手の 

いしょう しつ 

衣裳 室へ 突進した。 II 二分 間。 

ゆ-つ ぜん 

私 はモ— ニン グに身 を かため、 悠然と 出て 来た。 左 

手 を 腰の 上に、 背 を 丸く 曲げる と、 右手で 入口の 扉の 

鍵 を 力 タリと ねじ つ て、 

「ォ 1 ライ、 矢 口」 



昨夜 は 寝室の 力— テンの 蔭から のぞき 込んで いた。 

いやらしい 頰の 傷跡 を わざと 見せつ けたよう に 思われ 

た。 

相 良十吉 は、 この頃に なって、 自分の 生命が 松 井田 

おど 

に 脅されて いるの を 感じない わけに は 行かなかった。 

彼の 懐 にしのば せた 短刀に は、 既に 松風 号の 操縦士、 

か V； ままなん ど 

風 間 真人の 血潮が しみ つ いている ので はなかろう か。 

松 井田が 生きて いると すれば、 松風 号 はどうし たろ 

う。 風 間 操縦士 は 生きて いるの か？ 風 間と 自分と は 

殊に 深い 友人だった。 松風 号の 行方不明 になった 時 も、 

あの 位 方々 を 探し 廻った ほどだった。 松 井田が たとえ 



名な 事件の 人物が 二十 年後の 今日、 発見され たこと が 

わかつ たが 最後、 可哀想な 松 井田 は 警官と 新聞記者と 

に 殺到され て、 あの 男の 頭 は どこまで 変になる か 知れ 

ない のです。 折角 判るべき 松風 号の 消息まで もが 絶え 

てし まう の は 惜しい と 思います。 今 は 私共の 手で 出来 

る だけの 事実 を 調べた 上、 松 井田の 精神状態が 恢復し 

てから、 先生に 真相 を 発表して いただいても 遅く はな 

いでしょう」 

「ごもっともです。 ところで 風 間さん の 遺族 は 今 どう 

して いられます かね」 

相 良十吉 はこの 間に ハ ッ と 表 W を 暗く したよう で 



あった。 

「実は それ も 一 つ 困って いる 点な のです。 御 承知 かも 

知れません が、 あの 事件から ずっと 風 間夫 人、 すま子 

と 言います、 それ を 私が 引きと つて 世話 をして います _ 

只今 は 戸籍 面 も 私の 妻に なって いますし、 真 弓と いう 

一 一十になる 娘 も あるよう なわけ です」 

「なるほど、 風 間 氏が 生きて いたら、 甚だ 事 面倒に な 

る わけです な」 

「そのこと について は 私 はもう 決心 をして います。 だ 

が 風 間 は 生きて いまし ようか。 すま子に は、 まだ 何事 

も 話 をして いないの です」 



い に 執事の 矢 口が 姿 を あらわした。 

I 根賀 地さん から、 お 電話です」 

私 は 電話室の 中に 飛び こんだ。 遠視 電話の ス クリ— 

ンには 部下の 根賀 地の 待ちくたびれた 顔が あった。 私 

等 は 読唇術 で 用談 を 片付けた。 

「馬車 を …… 。 矢 口」 

私 はこの 古風な 乗物に 揺られ 乍ら 推理 をす すめて 行 

くの が 好きだった。 

「中央 天文台へ」 

私 は 上機嫌で 命じた。 中央 天文台まで は、 ここから 

たっぷり 一 一時間 はか かるので あった。 



翌日 は 相 良 十吉に 報告 を 約束した 日だった。 その 朝 

も 私 は 例の ごとく 十 時に 起きて、 二三の 訪客に 接した。 

デスク . ヮ— ク 

正午 を 過ぎる と 研究室に 入って 夕方まで 机上 執務 を 続 

けた。 

はやす 

そこへ 中央 天文台に やって ある 根 賀地囉 が 一 枚の 

天文 写真 を 持って 入って 来た。 その 写真 は 私の 気に入 

ら なかった。 今度 は 相 良 十吉を 遠視 電話で よび 出す と、 

彼に 六 時 頃 新 宿の 十字路 街で 私の 自動車 を 待って いて 

呉れる ように 伝えた。 彼の 顔色 は 前日に 増して 悪 かつ 

た。 そのく せ 一層 大きくな つたよう に 見える 血走った 

りょうがん ぎょうし 

両眼 を、 クヮッ と 見 ひらいて 私の 方 を 凝視して いる 



のだった。 私の 顔 付から 何事 か を 読みと ろうとい うよ 

うな 風 だ つ た。 

間もなく 私と 根賀 地と は、 目白の 坂 を 下りて 早稲 田 

の 方へ 走る 自動車の 中に 在った。 山吹の 里 公園の 小暗 

ぃ繁 みの 中に 入った とき、 思いがけなく ド カンと いう 

こなみじん 

銃声と 共に、 ウィンド！ グラスが 粉微塵に くだけちつ 

おさ とっさ 

た。 私 は ゥムと 左腕 を 抑えた。 咄嗟に 自動車 は ヘッド 

ライトと 共に 右へ 急 角度に 曲った。 ヘッドライトに 浮 

び 上った 人影が あった。 逃げる かと 思いの外、 ヒラリ 

と 運転台に つかまった。 根賀 地が 横手の 扉 を いちは や 

く 開いて 身体 を 車 外にの り 出す と&漢 は猶も 二三 発、 



撃ち 出した。 かまわず スピ— ドを 出そうと する 運転手 

^ J 、 

「ストップ だッ」 

と 命令した。 でも 車体 は 尚 半 丁 ほど 前進した。 車 

外へ 出て みると、 後方に 根賀 地と 怪漢との 乱闘して い 

るら しい 姿 を 認めた。 龃 けつけ る 途中に、 一方が 仆れ 

た。 と 思う 間もなく 正面から 大きい 身体が ぶっかつ て 

むないた 

来て 私 はもう すこしで 胸板 を うちこわされる ところで 

あった。 敵 だ！ 

不運に も 私の 背後から 龃け 出して 来た 運転手が 一 撃 

の もとに 仆 された。 相手 は 中々 手強い。 私の 左腕 はち 



自動車の 中で 根 賀地は 私の 左腕から 迸 る 血潮に 驚 

きの 目を瞠 つた。 

新 宿へ 出る 迄に 傷の 手当 を 終り、 衣服 も 一 寸 見て は 

けっこん ととの 

血痕 を 発見し えない ように 整える ことができた。 十 

字路で 約束 通り 相 良 十吉を 拾い上げる ようにして 車内 

へ 入れる と、 運転手に 命じて 灯火 を滅 させ 急速 力 を 出 

ゆくて からす やま 

させた。 行 手 は 烏 山の 中央 天文台、 暗闇の 中に 夜光 

時計 は 七 時 二十 分 前 を 示す。 今宵 は 十四日の 明るい 月 

に 恵まれる 害 だが、 それ はもう あと 五分 間の ちの こと _ 

そして 三十 分 程 ちらり ちらりと 月の 顔 を 見る ことが 出 

みつうん 

来たと 思う と、 あと は 又 元の ように 密雲に 蔽 われて し 



にピ タリと 身体 をつ けて いたが、 やがて 大きな 鉄扉が、 

地鳴りの ような 怪音 と共に、 静かに 左右へ 開いた。 私 

達 三人 は 滑る ようにして 内へ 龃 けこんだ。 

「天文台の ド— ムの 中に 入った だけで、 気が 変になる 

ような 気がする」 と 言った 人が ある。 全く ド— ムの中 

き き ものす さま 

の 鬼気 人に 迫る 物凄 じさ はド— ム へ 入った ことの あ 

る 者の みが、 知り 能う ところの 実感 だ。 そこに は 恐し 

てんじょ-つ 

く 背の 高い 半球 状の 天井が ある。 天井の 壁 も 鼠色に 

ぬりつぶされ ている。 一 一 百 畳 敷 もあろう かと 思われる 

円形の 土間の 中央に は、 奇怪な プリズム 形 をした 大望 

にら かたわ 

遠 鏡が 斜に 天の一角 を 睨んで いる。 傍らの ハンドル 



きます よ。 見えます か。 さて、 気をつけ ていて 下さい _ 

左下の 部分に 現われて 来る ものに …… 」 

たまぎ しにん 

キヤ— ッと魂 切る 悲鳴が 起った。 死人の 胸の ような 

へ きたい 

ド— ムの壁 体が ュ ラ ユラと 振動して ゥ ワン ゥ ワン ゥヮ 

ささ 

ンと 奇怪な 唸り 音が それに 応じた ようで あつ た。 支え 

いとま 

る遑 もな く 相 良 十 吉は気 を 失って、 うしろに どうと 

仆れ てし まった。 

私 は 直ぐ さま 眼 を レンズに つけたが、 惜しむ や 数秒 

のちが いで、 かねて 計算 通りに 襲い 来った 密雲で、 視 

野 はす つ かり 閉じられて しま つ た。 

「とうとう あれ を 見た のです よ」 



んて、 どう だか あやしい もの だ。 一昨 i の晚 は、 私の 

ぉ預 りして いた 金庫に 手 を 懸けた やつです。 それば か 

さしがね 

りじ やない。 先生 を 脅迫して いるの も、 こやつの 差金 

に 違いありません。 私 は 何もかも 知っている のです。 

こやつ を 生かして 置いて は …… 」 

川 股と 呼ぶ 若者 は 真 弓 子の 方に すりよって、 なにも 

のか を 求める ようであった。 真 弓 子 は 渡した もの かど 

ちゅうちょ 

うか 躊躇 の 色が 流れて いる。 

このと き 一 一人が 背に していた 入口の 扉が 音 もな く 開 

いて ピストルが 顔 を 出した。 

「二人とも 手 を 上げろ、 命がない ぞ」 



す 力 」 

根賀地 はす かさず、 二人 を 川 股の 入って いた 室に 閉 

じこめ た。 

一大事！ 私達 二人 は 屋上に 出て、 格納庫の 扉 を ひ 

らくと 飛行機 を 引っぱり 出した。 われ 等の 搭乗 機 は 直 

ちに 急 角度で 上昇 を 始めた。 既に 天空に は 夥 しき 飛 

行 機が 入り乱れて 飛んで いた。 どれ もこれ も 言い合わ 

せた ように、 東へ 向って 舵 をと つていた。 太陽 は 中天 

かくかく 

に赫々 と 輝いて いた。 

「天文台へ！」 

わが 搭乗 機 だけが 機首 を 〔# 「機首 を」 は 底本で は 「機 



「そうか。 実は 昨夜 も 会社へ しのび 込んだ の だが、 あ 

とラ とう 

の 中まで は 到頭 入れなかった の だ。 宇宙 艇 とまで は 気 

がっかなかった」 

「相 良 氏 は どこへ 行く つもりな のでしょう。 会社で は 

火星 航路 を 開く ためだつ たと 言って いますが」 

「そいつ は 今少した つて みないと 一 寸 わからない。 I 

I 根賀 地。 今日は 決つ して ピストル を 手 離しち やなら 

ぬぞ」 

二人 は、 未だ 何事 も 起らぬ ように 静かな 天文台へ、 

こっそり 忍びい る ことが 出来た。 同時に 事務所の 矢 口 



ういう わけ だか、 地球 を はなれて、 月の 引力圏 内に ま 

で 入って ゆきました。 燃料 はもう すっかり 無くなって 

いました が、 あと は 月に 引かれて、 月の まわり を 惑星 

のように グ ルグル 廻りつ づけて いるので す。 私の 命令 

で 此の 天文台に 働いて いた 根 賀地君 は 到頭、 今から 一 

週間 前に、 それ を 発見した のです」 

私 は 相 良 氏に、 松風 号が 空間に 夢の 如く 浮遊して い 

るの を 見せて、 失心 させた こと も 話した。 その 結果、 

相 良 氏が、 兼ねて 研究 中の 宇宙 艇に とびのって 火星へ 

発足した 決死 的 冒険 を も 話して きかせた。 二人 は 蒼白 

の 顔 を 私の 方へ もたげた まま 一 語 も 発し はしなかった _ 



「オヤ ッ」 

と 私 は 低く 叫んだ。 左へ コー スを 曲げた と 思った 宇 

宙艇 は、 今では 思いがけなく、 右へ すすんで いるで は 

ないか。 月 は 既に 宇宙 艇を やや 右に 通り越して いると 

ひ つ きょう 

ころだった。 左へ 曲る も 右へ 曲る も 畢竟、 月の 引力 

を 受けて いたの だ。 故意 か 偶然 か、 宇宙 艇は 遂に 火星 

さまた 

へ 飛ぶ ベ き 進路 を 妨 げられ てし ま つ た。 

宇宙 艇の 船腹に は 太陽の 光が とどいて いるので 鳶色 

の 船体が くっきり 浮び 出て いた。 其の 時、 望遠鏡の 円 

うち 

い 視界の 中に、 左端から しずしずと 動き 出で たもの が 

まぎ 

あった。 銀色に 光る 小さい T の 字。 おお、 それ は 紛れ 
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